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つくば科学フェスティバル2015
国際土壌年にちなみ「土の不思議」を出展

NIAES トピックス

　10月31日（土曜日）と11月1日（日曜日）に、つくばカピオ

（茨城県つくば市）で「つくば科学フェスティバル2015」が開

催され、農業環境技術研究所は、「土の不思議」というテー

マで出展しました。

　つくば科学フェスティバルは、青少年が楽しみながら科学

の楽しさや大切さを学ぶ機会として、つくば市などが毎年開

催しているものです。2015年も、市内の多くの研究機関や

学校・団体が、科学実験や体験・展示

などを実施しました。農環研は、研

究所のほ場に穴を掘って採取し

た高さ6mに及ぶ巨大土壌断面標

本（土壌モノリス）を中心に、さまざま

な種類の土壌モノリスの展示と

解説をおこない、土壌生物の観

察を楽しんでいただきました。

　また、となりのブースでは、つく

ば市立茎崎中学校との共同企画

として「光る泥だんごをつくろ

う！」を出展し、科学部の生徒た

ちがたくさんの来場者に、光る泥

だんご作りを指導しました。これ

は、つくば市が進める研究所と学校との連携企画の一環と

して、土壌に関する出前レクチャーをおこなった成果です。

（広報情報室　広報グループ）

報  告

アグリビジネス創出フェア2015
NIAES トピックス

　「アグリビジネス創出フェア」は、農林水産・食品分野の研

究成果を広く社会に普及させるため、研究機関と他の研究

機関・民間企業との連携を促す場として、農林水産省が毎年

開催しているものです。今年度は11月18日（水曜日）から3

日間、東京都江東区の東京ビッグサイトにおいて開催され、

148機関からの出展、3万5千人の参加者（主催者発表）が

ありました。農業環境技術研究所は、このフェアの後援団体

として出展し、日本及び世界の食料生産変動予測、環境保

全型農業の生物多様性保全効果の評価手法、カドミウムを

吸収しないイネ品種の開発、農地土壌の放射性セシウム濃

度推定図などについて、パネルや実物展示により紹介しま

した。

（連携推進室長　中野 正久）

報  告

農環研サイエンスカフェ
おはようからおやすみまでに潜むリスク

NIAES トピックス

　1月17日（日曜日）、第8回 農環研サイエンスカフェをつく

ば総合インフォメーションセンター（交流サロン）（BiViつく

ば2階）で開催し、有機化学物質研究領域の永井孝志 主任

研究員が、23人の参加者と、日常生活のリスクについて話を

しました。

　会場では、リスクに対する感じ方を参加者に聞いたりしな

がら、たとえば、食生活では塩分のとりすぎや肥満などが大

きな死亡リスクであること、家庭内では入浴のリスクがとくに

大きいこと、リスクの感じ方はさまざまな心理的な要因で左

右されることなどが紹介されました。アンケートでは、「リスク

についての考え方、見方が変わっておもしろかった」、「恐怖

そのものが大きなリスクであることに驚いた」など、さまざま

な感想をいただきました。また、「化学物質のリスクについて

知りたかった」という要望も複数寄せられ、今後の企画の参

考にしたいと思います。

（広報情報室　広報グループ）

報  告

リスクの大きさと受け入れの可否を
直感で選んでもらいました

前列左から　岡田、櫻井、理事長、永井

平成27年度（第8回）
農環研若手研究者奨励賞
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職員の部：

有機化学物質研究領域　永井 孝志 主任研究員　
　水田で使用する農薬は、かんがい水と共に河川に流出し

やすく、水生生物に悪影響を与える恐れがあります。一方で、

近年では農薬の使用量を低減する環境保全型農業が推進

されています。そこで永井研究員は、農薬を減らす、低毒性

の農薬に切り替える、農薬の使用方法を変える、などの様々

なリスク低減対策の効果を定量化し、相互に比較可能なリ

スク指標を開発しました。また、このような解析を網羅的に

行うための情報基盤を整備しました。
　

職員の部：

生態系計測研究領域　櫻井　玄 任期付研究員　
　地球規模で環境が変化する中、土壌・大気環境の変動に

対して農業生態系がどのように反応するのかを明らかにす

ることは、将来の食料生産のリスクを予測し、適切な適応策

を検討するうえで欠かせません。そのため、世界の作物の生

産性を予測するモデルや土壌深部の二酸化炭素の発生を

予測するモデル、作物のミネラル吸収過程をシミュレートす

るモデルなど、様々な数理モデルを計算機統計学的な方法

を使って開発しました。

特別研究員の部：

大気環境研究領域　岡田 将誌 農環研特別研究員
　気象条件が作物の生長・収量に与える影響をシミュレー

ションする既存の作物生産性モデルでは、水資源量の変動

はモデルの外部から与えます。このため、気候変化によって

水循環の変化や水資源量の減少が生じた際に、流域内の水

資源を地域や作物間でどう分配するか、その結果作物生産

がどう変化するかなどを扱うことが困難でした。そこで、日単

位で作物生育の水需要を推定し、水資源の制約の影響を考

慮しつつ、作物生育・収量をシミュレーションできる世界作

物生産性モデルを開発しました。

報  告

日本農学進歩賞 受賞
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報  告

　生物多様性研究領域の田端 純 主任研究員が、公益財団

法人農学会の第14回 日本農学進歩賞を受賞しました。

　この賞は、「農林水産業およびその関連産業の発展に資

するために、農学の進歩に顕著な貢献をした者を顕彰する」

もので、広義の農学分野から、毎年10人程度の若手研究者

が選ばれています。受賞業績の概要は次のとおりです。

性フェロモン剤の抵抗性現象の解明と新規製剤の
開発に関する研究
　害虫の交尾行動を阻害する交信かく乱剤（フェロモン剤）

の感受性が低下する現象（抵抗性）を実験的に証明し、その

要因を行動学・遺伝学・生理生化学的に解明しました。さら

に農業被害が急増している重要害虫コナカイガラムシ類の

性フェロモンの構造解明・合成に成功し、新規フェロモン剤

を開発しました。これらの成果はフェロモンをベースとした

環境調和型害虫管理技術の開発に大きく貢献するものです。

（広報情報室）

　農業環境技術研究所では、毎年、研究所に勤務する40歳以下の研究職職員および農環研特別研究員（いわゆるポスドク研

究員）の中で、とくに優れた業績をあげた者を表彰しています。今年の受賞者と受賞業績の概要を紹介します。

（広報情報室）




